
(57)【要約】
【課題】　カンショ、麦、米等を原料とする焼酎蒸留粕を用いたシイタケ、ヒラタケ、ナ
メコ、エノキタケ、シメジ等のキノコ栽培用培地であって、焼酎蒸留粕のもつ高栄養分を
多量に含むと共に均質となり、しかも低コストで量産可能となるキノコ栽培用培地を提供
する。
【解決手段】
　焼酎蒸留粕を乾燥して水分を除いてなる乾燥固形物と、繊維性植物材の砕粒とを混合す
ると共に、該混合物に水を加えて所要水分率に調整した、
焼酎蒸留粕を用いたキノコ栽培用培地。
【選択図】　　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 焼 酎 蒸 留 粕 を 乾 燥 し て 水 分 を 除 い て な る 乾 燥 固 形 物 と 、 繊 維 性 植 物 材 の 砕 粒 と を 混 合 す
る と 共 に 、 該 混 合 物 に 水 を 加 え て 所 要 水 分 率 に 調 整 し た 、
焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 。
【 請 求 項 ２ 】
　 焼 酎 蒸 留 粕 を 乾 燥 し て 水 分 を 除 い て な る 乾 燥 固 形 物 と 、 繊 維 性 植 物 材 の 砕 粒 と 、 炭 の 粉
末 と を 混 合 す る と 共 に 、 該 混 合 物 に 水 を 加 え て 所 要 水 分 率 に 調 整 し た 、
焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 カ ン シ ョ 、 麦 、 米 等 を 原 料 と す る 焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た シ イ タ ケ 、 ヒ ラ タ ケ
、 ナ メ コ 、 エ ノ キ タ ケ 、 シ メ ジ 等 の キ ノ コ の 栽 培 用 培 地 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば カ ン シ ョ を 原 料 と す る 焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 と し て 、 水 分
率 約 ９ ０ ～ ９ ５ ％ の カ ン シ ョ 焼 酎 蒸 留 粕 原 液 、 又 は 上 記 原 液 を 遠 心 分 離 法 に よ り 脱 水 処 理
し て な る 水 分 率 約 ７ ０ ～ ８ ５ ％ の 焼 酎 蒸 留 粕 ペ ー ス ト に 、 オ ガ 屑 等 の 植 物 性 吸 着 材 、 又 は
ロ ッ ク ウ ー ル 、 パ ー ラ イ ト 、 軽 石 等 の 無 機 吸 着 材 を 混 合 し 、 水 分 を ４ ０ ～ ８ ０ ％ に 調 整 し
た も の を 栽 培 容 器 に 充 填 し て 加 熱 殺 菌 し た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 の 従 来 培 地 は 、 焼 酎 粕 原 液 が 高 水 分 率 で 高 粘 性 で あ り 、 脱 水 処 理 し て も 尚
高 水 分 率 で 、 粘 性 は さ ら に 高 い も の と な る か ら 、 こ れ ら 焼 酎 粕 に 他 の 成 分 を 混 合 す る こ と
は 容 易 で な く 、 従 っ て 得 ら れ た キ ノ コ 培 地 に 占 め る 焼 酎 粕 固 形 分 の 割 合 は 、 全 乾 燥 重 量 で
測 定 し て み る と ８ ～ ２ ５ ％ に 過 ぎ な い も の と な り 、 こ れ で は 、 折 角 の 高 栄 養 分 を 含 む 焼 酎
粕 が キ ノ コ 培 地 に 有 効 に 利 用 さ れ て い な い 結 果 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か も 、 得 ら れ た キ ノ コ 培 地 は 、 焼 酎 粕 の 高 粘 性 が 原 因 と な っ て 他 の 添 加 物 と 十 分 に 混
合 し に く い た め に 、 均 質 の も の が 得 ら れ な い ば か り で な く 、 液 分 中 に 含 ま れ る ア ル コ ー ル
が キ ノ コ 菌 の 生 長 に 支 障 を 与 え る と す る 報 告 が あ り 、 さ ら に 経 済 的 に は 、 焼 酎 粕 が 腐 敗 し
易 く 、 長 期 保 存 に コ ス ト が か か る た め 、 こ れ を 原 料 と し て キ ノ コ 培 地 を 低 コ ス ト で 安 定 的
に 量 産 化 す る こ と が 容 易 で な い と す る 問 題 も 残 さ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ４ ８ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 第 １ 発 明 は 、 焼 酎 蒸 留 粕 の も つ 高 栄 養 分 を 多 量 に 含 み 且 つ 均 質 な 培 地 で あ っ て 、 低
コ ス ト で 量 産 可 能 と な る キ ノ コ 栽 培 用 培 地 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 第 ２ 発 明 は 、 上 記 第 １ 発 明 の 課 題 に 加 え 、 酸 性 培 地 で は 菌 糸 の 生 長 に 遅 れ を 生 じ る
お そ れ の あ る ヒ ラ タ ケ 、 ナ メ コ 等 の 菌 種 に つ い て も 、 そ の 生 長 を 促 進 す る こ と の で き る 培
地 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 解 決 の 手 段 と し て 、 本 願 第 １ 発 明 は 、
　 焼 酎 蒸 留 粕 を 乾 燥 し て 水 分 を 除 い て な る 乾 燥 固 形 物 と 、 繊 維 性 植 物 材 の 砕 粒 と を 混 合 す
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る と 共 に 、 該 混 合 物 に 水 を 加 え て 所 要 水 分 率 に 調 整 し た 、
焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 第 ２ 発 明 は 、
　 焼 酎 蒸 留 粕 を 乾 燥 し て 水 分 を 除 い て な る 乾 燥 固 形 物 と 、 繊 維 性 植 物 材 の 砕 粒 と 、 炭 の 粉
末 と を 混 合 す る と 共 に 、 該 混 合 物 に 水 を 加 え て 所 要 水 分 率 に 調 整 し た 、
焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 を 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 第 １ 発 明 の 焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 に よ れ ば 、 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 が 繊
維 性 植 物 材 砕 粒 と 十 分 に 混 合 す る こ と が で き る か ら 、 培 地 内 に 高 栄 養 分 の 焼 酎 粕 乾 燥 固 形
物 を 豊 富 に 含 め る こ と が で き 、 し か も 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 と 繊 維 性 植 物 材 砕 粒 と が 十 分 に 混
り 合 っ て 均 質 な 培 地 と な り う る と 共 に 、 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 に は ア ル コ ー ル 分 が 除 か れ て い
る か ら 、 キ ノ コ 菌 の 安 全 な 生 長 を 保 証 で き る よ う に な り 、 さ ら に 経 済 的 に は 、 焼 酎 粕 乾 燥
固 形 物 が 腐 敗 し に く く 、 長 期 保 存 が 容 易 で あ る か ら 、 こ れ を 原 料 と し て 安 価 な キ ノ コ 培 地
を 安 定 的 に 量 産 す る こ と が 可 能 と な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 第 ２ 発 明 の 焼 酎 蒸 留 粕 を 用 い た キ ノ コ 栽 培 用 培 地 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 発 明 の 効 果 に
加 え 、 炭 の 粉 末 を 加 え る こ と に よ り 、 培 地 の Ｐ Ｈ を １ ～ ３ 上 昇 さ せ る こ と が で き る か ら 、
酸 性 培 地 で は 菌 糸 の 生 長 に 支 障 を 来 す お そ れ の あ る ヒ ラ タ ケ 、 ナ メ コ 等 の 菌 種 に つ い て も
十 分 な 生 長 を 保 証 で き る の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 発 明 に お け る 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 を 製 造 す る 方 法 と し て は 、 焼 酎 蒸 留 粕 （ 含 水 率 ９ ０
～ ９ ５ ％ ） を 遠 心 分 離 機 に よ り 固 形 物 と 液 分 に 分 離 し 、 該 固 形 分 （ 含 水 率 ７ ５ ～ ８ ５ ％ ）
を ド ラ ム ド ラ イ ヤ ー に よ り 乾 燥 す る 方 法 、 及 び 焼 酎 蒸 留 粕 を 減 圧 濃 縮 装 置 に よ り 乾 燥 す る
方 法 が 使 用 さ れ 、 い ず れ の 方 法 に よ っ て も 水 分 を ほ と ん ど 含 ま な い 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 を 得
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 発 明 に お け る 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 は 、 培 地 内 に で き る だ け 多 量 に 混 合 し た い が 、 培 地
の 通 気 性 等 を 考 慮 し て 、 好 ま し く は 全 重 量 の ４ ０ ～ ７ ０ 部 （ 重 量 パ ー セ ン ト ） 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 願 発 明 に お け る 繊 維 性 植 物 材 に は 、 針 葉 樹 、 広 葉 樹 等 の 木 材 の オ ガ 屑 、 木 材 パ
ル プ 、 果 実 パ ル プ 、 モ ミ ガ ラ 、 イ ナ ワ ラ 、 ム ギ ワ ラ そ の 他 種 々 の 繊 維 性 植 物 材 の １ 種 又 は
複 数 種 が 、 好 ま し く は 全 重 量 の ２ ０ ～ ５ ０ 部 （ 乾 物 ） 使 用 さ れ る 。 こ れ ら 植 物 材 の 砕 粒 は
、 培 地 に 保 水 性 を 与 え る と 共 に 、 培 地 内 に 空 隙 を つ く っ て 通 気 性 を 与 え る 。 従 っ て 砕 粒 の
大 き さ は 、 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 の 性 状 に 応 じ て 選 定 さ れ る が 、 好 ま し く は １ ～ ６ ｍ ｍ 径 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 記 針 葉 樹 は 、 伐 採 後 雨 ざ ら し 又 は 水 浸 漬 を ３ ～ ６ ヶ 月 行 っ た も の を 使 用 す る 。
針 葉 樹 木 材 の 砕 粒 は 粗 い の で 、 培 地 へ の 通 気 性 付 与 に 有 効 で あ る 。
　 さ ら に 、 本 願 発 明 に 使 用 さ れ る 調 整 水 に は 、 地 下 水 、 ミ ネ ラ ル 分 を 含 む 地 下 水 、 温 泉 水
等 も 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 第 ２ 発 明 に お け る 炭 に は 、 木 炭 、 竹 炭 、 ヤ シ ガ ラ 炭 そ の 他 種 々 の 炭 が 、 好 ま し く は
全 重 量 の ２ ～ ８ 部 使 用 さ れ る 。 な お 、 上 記 繊 維 性 植 物 材 に 針 葉 樹 砕 粒 を 使 用 し た 場 合 、 上
記 炭 粉 末 は 、 針 葉 樹 に 含 ま れ る フ ェ ノ ー ル 類 、 フ ェ ル ギ ノ ー ル 等 の 有 害 物 質 を 吸 着 す る 点
で も 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 そ の 他 添 加 物 と し て 、 貝 ガ ラ 、 貝 化 石 そ の 他 種 々 の カ ル シ ウ ム 材 の 粉 末 、 チ ア ミ ン そ の
他 必 要 に 応 じ て 適 宜 の も の を 適 量 添 加 す る 。
　 以 下 本 願 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 麦 焼 酎 蒸 留 粕 を 減 圧 濃 縮 装 置 に よ り 乾 燥 さ せ て 得 た 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 を 粉 砕 機 に よ り 粉
末 に す る 。
　 麦 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 ６ ７ 部 　 　 （ 重 量 比 ）
　 広 葉 樹 木 材 オ ガ 屑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ９ 部
　 チ ア ミ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ４ 部
　 こ れ ら を 撹 拌 機 に 投 入 し て 撹 拌 し 、 つ い で 水 を 少 し づ つ 加 え て 含 水 率 が ５ ８ ． １ ％ 、 Ｐ
Ｈ ５ ． ４ の 培 地 素 材 を 作 る 。
　 上 記 培 地 素 材 を キ ノ コ 栽 培 用 袋 、 び ん 等 の 容 器 に 詰 め 、 つ い で 高 圧 滅 菌 釜 に て １ ２ ０ ℃
で ３ 時 間 滅 菌 処 理 し 、 つ い で 培 地 の 温 度 を 室 温 ま で 下 げ る 。 含 水 率 ５ ５ ． ２ ％ 、 Ｐ Ｈ ５ ．
６ で あ っ た 。 無 菌 室 に て 上 記 培 地 に ブ ナ シ メ ジ の 種 菌 を 接 種 し 、 つ い で 、 ２ １ ℃ の 養 生 室
に お い て 菌 糸 を 一 定 期 間 培 養 し 、 つ い で １ ８ ℃ 程 度 、 湿 度 ８ ０ ％ の 部 屋 に 容 器 を 移 し 、 そ
こ で 芽 だ し を 行 い 、 子 実 体 （ キ ノ コ 本 体 ） の 形 成 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 栽 培 に お い て 、 ブ ナ シ メ ジ の 菌 糸 の 生 長 は 極 め て 早 く 、 栽 培 ５ ０ 日 目 に キ ノ コ を 収
穫 で き た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ ン シ ョ 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 粉 末 　 　 　 　 ６ ４ 部 　 　 （ 重 量 比 ）
　 針 葉 樹 木 材 オ ガ 屑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ 部
　 木 炭 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 部
　 貝 ガ ラ 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 部
　 チ ア ミ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ４ 部
　 こ れ ら を 撹 拌 し 、 つ い で 水 を 加 え て 含 水 率 ５ ６ ． ５ ％ 、 Ｐ Ｈ ４ ． ４ の 培 地 素 材 を つ く り
、 こ れ を 栽 培 用 容 器 に 詰 め て 上 例 と 同 様 に 滅 菌 処 理 し た 。 含 水 率 ５ ３ ． ８ ％ 、 Ｐ Ｈ ５ ． ５
８ で あ っ た 。 こ れ に ヒ ラ タ ケ 種 菌 を 接 種 し 、 以 下 上 例 と 同 様 に 栽 培 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 菌 糸 の 生 長 は 早 く 、 栽 培 ５ １ 日 目 で キ ノ コ を 収 穫 で き た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 麦 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 ７ ０ 部 　 　 （ 重 量 比 ）
　 針 葉 樹 木 材 オ ガ 屑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ０ 部
　 竹 炭 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 部
　 チ ア ミ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ４ 部
　 こ れ ら を 撹 拌 し 、 水 を 加 え て 含 水 率 ５ ８ ． ０ ％ 、 Ｐ Ｈ ４ ． ０ の 培 地 素 材 を つ く り 、 こ れ
を 栽 培 用 容 器 に 詰 め て 滅 菌 処 理 し 、 含 水 率 ５ ０ ． ４ ％ 、 Ｐ Ｈ ６ ． ３ の 培 地 と し て 、 こ れ に
ヒ ラ タ ケ 種 菌 を 接 種 し 、 以 下 上 例 と 同 様 に 栽 培 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 例 で は 、 竹 炭 粉 末 を 多 め に 添 加 し 、 培 地 の Ｐ Ｈ を ６ ． ３ と 上 昇 さ せ た の で 、 酸 性 培 地
で は 菌 糸 の 生 長 が 遅 く な り が ち な ヒ ラ タ ケ が 早 い 生 長 を 示 し た 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 麦 焼 酎 粕 乾 燥 固 形 物 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 ４ ０ 部 　 　 （ 重 量 比 ）
　 針 葉 樹 木 材 オ ガ 屑 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ 部
　 竹 炭 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 部
　 貝 化 石 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 部
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　 チ ア ミ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ０ ４ 部
　 こ れ ら を 撹 拌 し 、 水 を 加 え て 含 水 率 ５ ８ ． ０ ％ 、 Ｐ Ｈ ４ ． ９ の 培 地 素 材 を つ く り 、 こ れ
を 容 器 に 詰 め て 滅 菌 処 理 し 、 含 水 率 ５ ６ ． ０ ％ 、 Ｐ Ｈ ５ ． ７ の 培 地 素 材 と し 、 こ れ に ナ メ
コ 種 菌 を 接 種 し 、 以 下 同 様 に 栽 培 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ６ ０ 日 で 収 穫 で き た 。
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